
パターンの描かれたプリント基板の場合には，あらかじめ配線されているので，部品を基板にはんだ

付けすれば電気的につながります．

● ビニール線を付けてみよう

今度はビニール線（電線）のはんだ付けです．まずは，被覆をむいてからはんだ付けします．

◆ 被覆のむき方

ビニール線は図2-22のように，周りがビニール（プラスチック）の被覆に覆われていて，中心に銅線

（芯線）が入っています．配線する前に，被覆をむく必要があります．被覆をむくにはニッパかカッタ・

ナイフを使います（図2-23，図2-24）．芯線を傷つけないように注意しましょう．

◆ 予備はんだをしよう

被覆をむいたビニール線の先はばらばらになりやすいので，軽くひねって，はんだを流しておくこと

が多いです（図2-25）．これを予備はんだ（はんだメッキ）といいます．場合によっては，予備はんだを

しない場合もあります．

電線は軽いので動いてしまってやりにくいかもしれませんが，左手（利き手が左の人は右手）でうまく

押さえるか，クリップや万力など（クリップが台から延びたものも市販されている）を利用して動かない

ようにすれば，作業しやすくなります．

◆ 基板につける

予備はんだしておいたビニール線の先を基板の穴に挿し，部品と同じようにはんだ付けします．穴か

らビニール線が抜けやすいので注意します（図2-26）．

◆ 電線同士をつなぐ

電線同士をつなぐにはいくつかの方法があります（図2-27）．練習してみてください．
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ニッパを動かす 
とむける 

ニッパの刃を軽くあてて 
ニッパを回す 

ニッパには裏表がある． 
こちらが刃の面 

図2-23 ニッパを使って被覆をむく方法
ニッパの裏表と，力をかけすぎて銅線を切らないように注意
する．

作業台の上でカッタの刃を軽くあて 
刃を前後させ，ビニール線を転がす 

傷がついたら手で引っぱる 

図2-24 カッタを使って被覆をむく方法
カッタの刃の下でビニール線を転がすようにして，傷をつけ
てから，被覆を引っ張る．机を傷つけないように机の上に何
か敷くとよい．

銅線（電気を通す） 被覆（ビニール，電気を通さない） 
図2-22
ビニール線は，被覆の中に銅線が入っている



以上ではんだ付けの基本は終わりです．文章では長くなってしまいましたが，やってみれば簡単だと

思われるのではないでしょうか．経験することが一番ですので，いろいろ試してみてください．
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熱収縮チューブをかける 

先はカットして熱収縮 
チューブをかける 

予備はんだした線同士をくっつける． 
コテ先であたためるだけでOK

熱収縮チューブを 
かけておく 

熱収縮チューブを 
かけておく 

くっついたら，熱収縮チューブをかぶ 
せて，ドライヤ，ライタの火もしくは 
コテ先などであたためる 

まとめてひねる 

互いにひねる 

予備はんだと同じようにはんだ付け 

予備はんだと同じようにはんだ付け 

A

B

C

図2-27 ビニール線同士を付ける方法
いくつかあるが，仕上がりがすっきりして簡単なのは○B の方法．

つまんで軽くひねる 

長かったり，ツノが出ていたら 

② はんだを流す 

温めすぎると 
ビニールが溶ける 
ので注意 

① 温めて 

まとまる 

ここで切ってしまう 

温めすぎるとビニールが溶けるので注意 

完成 ！！ 

図2-25 ビニール電線のはんだメッキ
予備はんだする前に，芯線をよっておく．はんだは流し過ぎ
ないように，コテを長時間当てすぎないように注意する．先
端は太くなりがちなので切ってしまう．

① ② 

③ ④ 

基板に挿す 

カット 

予備はんだ 

ひっくり返して 
こんな感じ 

はんだ付け 
したら 

コテ先で 
押さえる 

基板の裏に抵抗の足やスズ・ 
メッキ線をつけるように付け 
てもOK

完成 ！！ 

図2-26 ビニール電線を基板につなぐとき
抵抗をつけるときと要領は基本的に同じ．


